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べーやん 

コメントはほんとに短いんですよ。(笑) 

楽屋で喋ってるときは永遠に喋ってい

るんですけど。 

一番おもしろいんですよ。 

こんなもんですよね。 

 

 

 

市川さん 

で、もちろんその当時アリスを好きだっ

た方たち、同世代の方とか、５０代の方

とかにも、その言葉は届くと思うんです

が、逆に今までアリスのことを知らなか

った若い世代、それこそ２０代のバンド

少年だったりとか、Ｊ－ＰＯＰしか聴か

ない子だったりとか、という人たち、い

わゆる今までのファンの方たちの子供

たちの世代というんですか。。。なんかそ

ういう人たちに実はアリスがものすご

く響くんではないかという期待を、私は

今回持っているんですけど 

べーやん 

響いてくれると嬉しいですよね。 

ちんぺい 

今、市川さんが仰ったように、Ｊ－ＰＯ

Ｐって。。。僕らもＪ－ＰＯＰじゃないで

すか。。 

市川さん 

あっ、そうですね。 

べーやん 

かっこいいなぁ、そういう風に言っても

らえると。 

ちんぺい 

呼び名はどんどん変わっていくのです

けど、やっている人にとっては、わりと

その呼び名はどうでもいいことが多い

んですよね。 

自分たちの届けたい音色をしっかり届

けて、何か感じてくれたら、年齢とか性

別も。。。まったく僕は関係なく楽しんで

もらえると思っているですけどね。 

市川さん 

実際、今の時代に人力のアナログサウン

ドで、実はすごいいろんなことをやって

いるように見えて、すごいシンプルでわ

かりやすい。。。楽曲だったり、アカペラ

で十分歌えるメロディだったり。。。 

なによりも最近はテレビの歌番組見て

も歌詞がテロップで出ないと何を歌っ

ているかわからないっていう方が多い

ですが。。。 

ここのアリスに関しては歌詞カード、テ

ロップなくても歌っている言葉が伝わ

ってくるっていう。。。これだけでも、も

のすごい新鮮なんじゃないかっていう

感じがするんですけど。 

べーやん 

そう言ってもらえると、うれしいですね

ぇ。 

ちんぺい 

あと、ギターを手にして初めて弾くって

いう人たちにとって、アリスは一番弾き

やすいんですよ。 

難しいコードを使わない。３つ覚えれば

弾けるとか、４つ覚えれば弾けるとか、

そういう音楽が多いんで、みんな入門と

してアリスを通り過ぎていった人たち

がけっこう多いんじゃないかと。 

市川さん 

フォークギターをちょっとでもかじろ

うと思えば、たいていみんな、最初にア

リスをカバーするんですね。 

べーやん 

簡素でほんとにもううまく。。。かたまり

ですよね。 

 

市川さん 

ですから、お二人ボーカルと、それから

ドラムを叩き潰すタンバの男。 

これを見てるだけでなんか。。。｢あ～な

んか、帰ってきた帰ってきた｣っていう

感じもすごくして。 

そういう意味では今回の今日の記者会

見、ＡＬＩＣＥリターンズっていう名称

になっていますけど、まさにリターンズ

という。 

しかも、これから怒涛に。。。これから夏、

秋と届けに、各都道府県に向かわれると。

まさに突っ走って、今日は話を聞かせて

いただいて、よかったなぁと。 

ちんぺい 

ありがとうございます。 

べーやん 

会いにきていただきたいですね。たくさ

んの方に。 

 

 

市川さん 

これから行く先々の方に何かメッセー

ジがあれば。。。 


